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ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
、
和
歌
山
県
中
部
に
お

け
る
近
代
和
風
住
宅
の
指
標
と
な
る
建
物
と
し
て
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
2
階
建
て
の
離
れ
は
主
屋
の
北
側
に
建
ち
、
主

屋
に
続
い
て
建
築
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
南
面
以

外
の
外
壁
は
、
板
張
り
で
白
い
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
2
階
の
北

面
に
は
上
げ
下
げ
窓
を
設
け
る
な
ど
洋
風
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
部
は
和
風
の
造
り
で
あ
り
、
戦
時
中
は
軌
外
が

疎
開
先
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

川
口
家
住
宅
は
、
社
会
福
祉
法
人
千せ
ん

翔し
ょ
う

会か
い

に
よ
っ
て
、
今

年
の
４
月
か
ら
古
民
家
カ
フ
ェ
「
柑か
ん

乃の

屋や

」
と
し
て
活
用
が
始

ま
り
、
一
般
公
開
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
き
い
き
百
歳
体
操

や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
積
極
的
な
活
用
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

去
る
７
月
20
日（
金
）、
西に
し

丹に
ゅ

生う
の

図ず

の
川
口
家
住
宅
に
つ
い
て
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）
に
登
録
す
る
よ
う
国
の
文
化
審
議

会
が
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
登
録
決
定
に
よ
っ
て
、
有
田
川

町
内
の
登
録
文
化
財
は
、
高
垣
酒
造（
小
川
）
に
次
い
で
２
件
目
と

な
り
ま
す
。
登
録
有
形
文
化
財
と
は
、
築
後
50
年
以
上
経
過
し
た

建
造
物
で
、
地
域
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
り
、
再
現
が
困
難
な

珍
し
い
形
を
し
て
い
た
り
と
、
地
域
の
景
観
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
も
の
を
選
び
、
活
用
し
な
が
ら
保
存
を
図
る
制
度
で
す
。

川
口
家
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
和
歌
山
を
代

表
す
る
洋
画
家
川
口
軌き

外が
い（
１
８
９
２
〜
１
９
６
６
）
の
親
戚
に
あ

た
り
、
軌
外
の
妹
夫
婦
が
大
正
４（
１
９
１
５
）
年
に
こ
の
場
所
に

分
家
し
た
も
の
で
す
。
代
々
教
員
を
務
め
な
が
ら
、
み
か
ん
栽
培
を

営
み
、
南
北
に
細
長
い
敷
地
の
北
側
に
は
主し
ゅ

屋お
く
・
応
接
間
・
離
れ
・

納
屋
・
蔵
が
建
ち
、
敷
地
南
面
に
は
畑
が
広
が
る
な
ど
伝
統
的
な

農
家
の
屋
敷
構
え
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
屋
敷
地
は
、
県
道
22

号
線
沿
い
に
あ
り
、
歴
史
的
景
観
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。
今
回
登
録
が
決
定
し
た
の
は
、
主
屋・納
屋・離
れ・応
接
間・

土
塀
で
す
。

主
屋
は
、
屋
根
裏
に
残
さ
れ
た
棟む
な

札ふ
だ

か
ら
、
大
正
４
年
に
建
て

そ
の
74

川
口
家
住
宅
が
国
の
登
録
文
化
財
に
な
り
ま
す

主屋

離れ

川
口
家
住
宅
一
般
公
開　

10
〜
16
時
（
木
曜
定
休
）


